
FBA納品ガイド



１

①FBA納品する前にやること



１商品仕入からamazon.comに 
FBA納品するまでの流れを知る

1. 卸サイトリサーチ・競合セラーリサーチ 

2. amazon.comでも確認 

3. AMZScout FBA Calculatorで利益計算 

4. keepa・セラースプライトでおよその月間販売数をチェック 

5. FBAセラー数・在庫数をチェック 

6. 卸サイトで商品購入 

7. 商品到着・納品プラン作成・商品梱包 

8. DHLで商品をamazon.comの倉庫に出荷 

9. 納品反映 

http://amazon.com
http://amazon.com
http://amazon.com


１

初期設定、納品プラン集約サービス



１
設定→FBAの設定→
納品プラン集約サー
ビスにする



１納品先を一ヶ所にまとめるサービス 
通常納品だと倉庫がいくつもあり、それぞれの倉庫にバラバラで 

納品することがあるため集約します。配送の手間が省ける。送料削減。 

＜注意＞ 
・SL商品は、集約サービスを使わないでもまとまるケースが多い。 

・普通の商品とSL商品の納品先が分かれる。 
※SL商品については最後に解説します。



１

②まずリサーチしよう 
リサーチ方法については前回の動画を参考に



１

③リサーチした商品を 
実際に商品登録できるか確認しよう



１



１商品登録で出品できるか確認しましょう

カタログ→商品登録 
※一度納品した商品でもまた追加発注する際も 

必ず納品できるかチェックすること



１今回のプロジェクトは 
実際に納品までしてみる！！！！！ 

ということで出品許可申請が必要な商品は 
とりあえず省きましょう



１

この場合、在庫は「０」にしてください



１

SKUは自分の管理しやすいようなものにする（任意） 
例えばスプレッドシートなどで出品番号を決めた場合 

→例）20200501-inomata01 
→まとめて納品プラン作成する際は上を選択する 
→下は１SKUごとに納品プラン作成になってしまう



１

バーコードタイプは「Amazonの商品ラベル」を選択し、 
「納品手続きに進む」



１

※「メーカーごとのバーコード」は 
原則選択しないようにしてください 

↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑ 
ラベル貼りのいらない納品方法のため、 

混合在庫扱いになり、セラーごとの管理でなく商品ごとの管理
になりどのセラーのものかが把握できなくなってしまい、中古
品・模造品などのクレームなどトラブルの原因になる



１

FBA納品するにあたって

「危険物情報の追加」をクリックしてください



１

①電池情報は、リチウムイオン電池を使用している商品であるならば「 はい」を、そうでなければ「いいえ」 

 ②製品規制情報は、この商品が危険物に該当するならば「はい」を、該当しないなら「いいえ」また、分から
ない場合は「不明」を選択します。



１

「完了」となれば「保存して次へ」



１

①「梱包タイプ」は「個別の商品」を選択する 
②発送元の確認 

→発送元が異なるようであれば変更する



１納品者の住所を入力します。 
①「国/地域」は「日本」を選択します。 

②「名前」は、個人名またはAmazonのセラーアカウント作成時に登録したショップ名を、英語で記入します。 

③「住所 1」は、番地や会社名などを、英語で入力します。  

④「住所 2」は、建物名などを、英語で入力します。  

⑤「市区町村」は、市区町村名を、英語で入力します。  

⑥「都道府県」は、一覧から該当するものを選択します。 

⑦「郵便番号」は郵便番号を半角数字（ハイフンなし）で入力します。  

⑧「電話番号」は電話番号を半角数字（ハイフンなし）で入力します。  

（③～⑤は、英語表記がよく解らなかったら、住所変換サイト（一例とし ては『君に届け』https://
kimini.jp/）を活用してください。）



１

全て入力したら、「この住所から納品」ボタンをクリックします。



１

「数量」「外箱数（項目があれば）」を記載し 
「続ける」へ



１

「誰が梱包作業をしますか？」のプルダウンで 
「出品者が行う」を選択し「続ける」へ 

「ラベル貼付（出品者、または Amazon）」列では、FBA 納品用ラベル の貼付を、 
「出品者が行う」か 「Amazon に依頼」かを選択します。 
「出品者が行う」の選択を推奨します。  
自分でのラベル貼付を推奨する理由は、Amazon に依頼した場合、以下 のリスクが発生するためです。 
  
• 手数料が割高になる（１商品約20円程度）  
• 現地（アメリカ）に商品が到着後、人間による手作業が入ることになるため、納品完了まで時間がかかる  
• 現地の作業者がパッケージの日本語を理解できるとは限らないため、 ラベルを貼り間違える可能性がある 



１

PDF を自宅のプリンターで印刷するか、 
いったんUSB メモリに格納して、 

シール用紙持参でコンビニの印刷サービスを利用し印刷します



１

※参考例です



１

ラベルはJANコードがついている箇所が隠れ
るように丁寧に貼ります。



１納品先集約手数料が発生 
１商品０.3ドル

念のためここでも「発送元」「梱包タイプ」「SKU」
「納品先集約手数料」「納品先」を確認



１

納品作業を続けるへ



１



１

ポンド表記・インチ表記になっているので注意

今回は「DHL」を選択 
他の選択肢もあります



１
「どのように梱包されますか」は「輸送箱数【1 個】」を選択します。 

 なお、2 箱以上にわけて送付する場合は「輸送箱数【複数】/商品ごとに 輸送箱を
分ける」を選択します。 

（できるだけ1箱にまとめた方が、送料が安く済みます。）  

「輸送箱の重量(lb.)」列は、 
指定の納品先に送る箱の重量（納品予定商品を輸送箱に入れた状態での総重量）を

体重計などで計測し、ポンド 単位で入力します。 

 「輸送箱の寸法(in.)」列は、 
輸送箱の 3 辺の長さそれぞれを巻き尺などで計測し、インチ単位で入力します。 



１

グーグルで検索。



１

FBA納品するにあたって
配送ラベルを印刷します。 

普通紙（A４） 
で問題ないです



１

FBA配送ラベルを外箱透明テープで 
剥がれないよう貼り付けましょう



１

梱包・ラベル貼り完了図 

※DHLの場合は宅配便の伝票は 
貼らなくて問題ないです



１

FBA納品するにあたって



１
ここから発送業者に出荷依頼します。 

※SL商品と通常商品は納品場所が異なるので 
別梱包となります。



１
番外編 

知っておきたいこと 

SL商品について 
（小型軽量商品プログラム）



１SL商品 
＝小さくて軽いもの（スモールライト） 

メリット 
・低単価商品で高回転商品なので不良在庫になりづらい 

・販売母数を増やせるので評価をもらいやすい 

・SLを利用するとFBA手数料が多少安くなる



１SL商品とされる基準（’20/05/01改正） 

・重量10オンス以下（283.495g） 

・サイズ16 × 9 × 4インチ以下
（40.64cm×22.86cm×10.16cm） 

・価格7ドル以下の新品商品 

・過去4週間で出品者出荷およびFBAで25個以上の販売実績



１

とはいえ…納品プランを作成してみないと 
SL商品がどうかわからない



１

もしSL商品で納品できる＝売れる商品



１
SL商品を納品する際 
１ASIN最低24コ以上 
納品しなければならない 

※一点一点ラベルを貼った上外袋に 
　いくつ入っているか記載する必要あり



１



１



１



１



１



１



１


